
近世・近代遺跡から出土す
る雪駄の尻鉄について

はじめに　奈良市旧大乗院庭園跡からはＤ字形の鉄製金

具が多数出土している（『紀要2005』ほか）。同様の形態

の金具は東京都下の江戸近郊の遺跡からも、まとまった

出土事例が報告されることがある。この遺物の機能につ

いては、東京都下の各遺跡の報告でも、農具や腰帯の蛇

尾など様々な説が出されている。つまり近世遺物の研究

が進展した東京都下においても、現在のところ不明とさ

れている遺物といえる。筆者は旧大乗院庭園跡出土資料

の形態的特徴を詳細に分析した上で、履物に取り付けら

れた金具であると推定し、これを伝世品と比較検討した

結果、雪駄の裏革の腫に取り付けられた尻鉄であると結

論付けることができた。さらに出土品と伝世品の比較検

討によって、近代の雪駄尻鉄の型式学的な変遷について

初期的な知見を得ることができた。小稿では、これらの

概要を報告する。

旧大乗院庭園跡出土のＤ字形鉄製金具　旧大乗院庭園跡か

らはＤ字形の金具が20点以上出土している。下端が孤状

のものと直線のものの２種がある。機能は不明とされて

いる。この平面形態がＤ字形となる金具の特徴は、両端

が折れ曲がっている点にあり、これは厚さ2～３ｍｍのも

のに装着されていたことを示す。またＤ字形の湾曲部は

刃部が付けられておらず。むしろ分厚くなっているもの

もある。湾曲部は表面とした面の縁辺に直行方向の擦痕

が観察される。製作技法は鍛造による半円形の鉄板片を

素材として、両端を折り曲げている。折り曲げる前の素

材板片も出土している。

江戸近郊出土のＤ字形鉄製金具　いっぽう江戸近郊でもＤ

字形金具の出土事例がみられる。とくに新宿区西新宿

三丁目遺跡（東京オペラシティ建設用地内埋蔵文化財調査団

1993)では42点とまとまって出土している。出土場所が

近郊農村に多いことと形態から、農具の部品の可能性が

指摘されている。同じく新宿区下戸塚遺跡（早稲田大学

埋文調査室編1997)では７点出土しているが腰帯の蛇尾

として報告されている。このように江戸近郊出土資料に

ついても評価は定まっていない。

伝世品との比較による機能の推定　これに対して、京都府

立総合資料館に収蔵されている吉川観方コレクションの
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図69　旧大乗院庭園跡出土のＤ字形鉄製金具　１：２
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図70　西新宿三丁目遺跡（1）・下戸塚遺跡（2・3）出土資料　１：２

図71　近世雪駄の尻鉄（吉川観方コレクション）１：２

江戸後期製作と伝えられている伝世品の雪駄の腫をみる

と、平面形態および、製作技法が類似する金具が付けら

れる。Ｄ字形の湾曲部が肥厚しており、これは腫の擦り

減りを防止するためであろう。伝世品の裏革の厚さはお

よそ２～３㎜であり、旧大乗院庭園跡出土品の両端の折

れ曲がり部の厚みとほぼ対応する。これら伝世品との比

較により、近世・近代遺跡から出土するＤ字形鉄製金具

は雪駄の尻鉄である可能性を指摘したい。

近代尻鉄の型式学的変遷案　近代になると尻鉄は急速に形

態変化を起こしたようである。以下に吉川観方コレク

ションの伝世資料をもとに、近代における尻鉄の形態変

遷について型式学的な予察を述べる。

　はじめに近世資料と同じ形態だが、より大型のものが

作られる(図72-1)。差し込み部が溶接されたものであり、

近世資料と形態が同じでも製作方法が異なる。



　その後、腫の擦り減りを防止するために、湾曲部が分

厚くなるものも作られる（２）。

　湾曲部のみを三日月型の鉄製とし、それ以外を硬い厚

革でっくり組み合わせるものもみられるが（３）、これ

は後続するものであろうか。前段階の肥厚した湾曲部の

みが集中的に擦り減り、低い部分は機能的に鉄でなくと

も問題なかったため、三日月形の部分のみが鉄製として

残ったのであろうか。

　最後に、湾曲部の三日月形の鉄製の部分を留めていた

鋲の部分のみを鉄製とし、それ以外を硬い厚革にするも

のへと変化する（４）。これも三日月形の尻鉄を留める

鉄鋲が集中的に擦り減るため、三日月形の部分が鉄製で

なくとも問題なかったためであろう。現代の尻鉄には型

式学的にみて、この鉄鋲の頭が三角形や馬蹄形に装飾的

に変化しているものもみられる。

　このように近代の雪駄の尻鉄は、「全体が鉄製（１･２）」

→（腫の縁に日月）のみ鉄製（３）」→「鋲のみ鉄製（４）」

という３段階の変遷がある。これらが一部併存しながら

形態変化を遂げたか、あるいは順次発生したのではない

だろうか。また、洋靴の影響を考慮すべきであろうか。

　以上のように、腫の擦り減り防止という点は機能が一

貫して維持されるが、鉄製の部分が小型化していくとい

う形態変化のプロセスが想定される。近代化にともない

舗装道路が普及し、これに対応するために転倒防止や軽

量化が原因となっているのではないだろうか。

おわりに　最後に近世の風俗誌で雪駄の尻鉄についてみ

てみると、『守貞漫稿』には雪駄尻鉄の地域差や取り付

けられた時期などが記載されている。元禄年間から尻鉄

が付けられるようになり、これ以降は尻鉄がついている

草履のことを雪駄と呼ぶようになったとある。また京阪

の雪駄の尻鉄（図73-1)は江戸のもの（２）と比べると

大きいこと、時代が下るにしたがって、尻鉄は小型化す

る傾向があることなどが記載されており、考古学上重要

な記載として注目される。今後は、全国の雪駄の尻鉄の

出土資料を比較し、近世における時期変遷や主産地にお

ける形態差について検討を進める予定である。

　さらに、『守貞漫稿』には大阪と江戸の雪駄直しが描

かれているが（図74）、その中に役所の雑用に就きながら、

余暇に市中へ雪駄直しに出かける江戸の雪駄直しの例が

紹介されている。これに加えて雪駄の生産と流通史（畑

三日月と鋲
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図72　近代尻鉄の変遷案　１：２　　図74『守貞漫稿』にみえる雪駄直し

中1998)を踏まえ、旧大乗院庭園跡にて雪駄尻鉄がまと

まって出土した歴史的な意義について、今後検討を進め

る予定である。　　　　　　　　　　　（国武貞克／文化庁）
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